
結局外国の援助に依存しなければならないこととなった。こう

して県淡鉄道の建設管理権の回収後ただちに建設資金にJf4 し.

1909 年1!h華銀行より 300 万ポンドを借鼓することにしたが，本

t昔欽は英仏の権益を侵害するものとして， 3 国間に紛争が起り ，

米国が仲介に入り ， 結局米 0 9f:・仏 ・ 独四国借款団を組織し，

共同投資することに協定し，減1 1玄鉄路借款 600 万ポンドを成立

させた。 対整不11権の獲得に立遅れていた米国が， これより対華

進出に活動することになった。

1911 年消車11政府は民間の反対を顧みず， 鉄道の固有策を突施

することに定め，既成未成にかかわらず幹線はすべて国有とし，

建設資金の不足は外資によることとした。しかるに川淡鉄道の

国有化および外資利用に反対した四川省民はついに暴動を起し

て全省を混乱に陥れ， これを導火線として革命の鋒火は全国に

波及し ， 191 2 年ついに清朝政府をして没落させるに至った。こ

うして民国となったが新政府は銀政資ねん出のため， 多くの鉄

道利権を外国に委ねるに至った。すなわち英国は浦信 ・ 沼杭 ・

IW-湘 o i少奥の各鉄道，仏国は欽総鉄道 ・ ドイツは順済，高徐岡

鉄道，ベノレギーは同成，擁海(ろうかい， ロンハイ)鉄道等の利

権を獲得した。やがて第 l 次世界大戦が起り，欧米各国は東亜

を願みる暇がなく ， 中国における利権獲得競争は一時休止状態

になった。たまたまわが国は日英同盟の条項にしたがって 1914

年1!h逸に宣戦し，拶州湾および山東鉄道等の独逸権益を占領し，

欧米列強iが戦争のため， 中国を願みる暇なきに察じて，山東に

おける1!h逸権益の継承のほか，武昌 ・ 南昌 ・ 杭州間鉄道および

南昌 ・ 潮州問鉄道の建設権，福建省における鉄道 ・ 鉱山 ・ 港湾

に対する優先投資材!l，派順大連の租借期限および安奉線の経営

期限の延長，南満および東蒙古の資源開発， 問地獄における鉄

道の敷設権，その他沿岸島娯(とうしょ)の不割譲等いわゆる 21

箇条を中国に要求したが， 山東における権主主継承は 192 1 年のワ

シ γ トン会議に持越し， 中国は日本の急激な対華発展をねたむ

米国の支持を得て日本の要求に反対し，ついにわが国をして，

その管理していた拶済鉄道その他山東のドイツ権益を放棄させ

るに至った。

翌 1922 年第 l 次奉直戦争以降 1928 年国民党の北伐完成に至

るまで，内乱相ついで起り ， 鉄道の受難時代となった。軍閥(ば

つ)は鉄道を占領して管理権を奪い，またその戦貨をねん出す

るため収入を押収し，運賃に数倍する付加税を課してかれんち

ゅう求をきわめ， 戦況の発展につれて車両や施設の敬語長はなは

だしくなり，鉄道の荒廃はその極に逮するに至っ た。こうして

宣I!輸収入は激滋し，財政はみだれ，外債の幸11払はもちろん従事

良の給料さえ支払い得ない状態になったので，従事員の聞には

自然社会主義忠惣が浸じ申んし，各鉄道に労働組合が結成され，

京淡総やF幹部総をはじめてとして各鉄道に争議や罷業が続出し，

ついに収姶困難な事態を醸成するに至り，一時鉄道の国際共同

管理策さえ提出されるに至った。

3 国民政府の鉄道行政の確立と鉄道建設計画

1928 年国民党の北伐により， 北京政府が没落し， 日寺介石の指

導する南京の国民政府が事突上中閣の中央政府となり，治安秩

序も回復し，いよいよ近代国家への第一歩を踏み出すこ と とな

っ たが，まず第 1 に全国鉄道をその支配下に統一することとし，

中央政府に鉄道部を設け， 内乱中破猿された鉄道を復旧し，ま

た露関に抑留あるいは持去られた車両を正当所有者に返還する

ほか，各鉄道相互聞における車両の融通に対する鉄道部の承認

制， 運賃付加税の撤廃， 職員の資格基準， 給与標準の制定，連

愉収入の中央管理制， 鉄路管麹局および工程局組織章程の制定，

購入資材の規絡審査を行う資材検収委員会の設置， 鉄道法の公

布等， 鉄道行政の刷新をはかると と もに， 管理方式の統一と鉄

道主権の回復に努めた。

しかし中国の鉄道は前述のように， 列強諸国によってその他

民政策の一環として建設されたもので，各投資国はその借款様

を通して直接間接の干渉支配を統けていたため，中国は鉄道の

管理権を完全に回収して， それに対する中央の権限を強化する

ことはできなかった。そこで初代鉄道部長孫科は団匪賠償の返

還金および関税付加収入の両者を担保と して公債を発行し，自

主的に経営しうる鉄道を建設するこ と と し， 資金 4 億元を調達

して 6 箇年聞に孫文の 10 万マイル鉄道敷設計画をもと と して ，

1929 年までに延長 6，300 マイルに達する u実関丙款築路」 計画

をたてたが，この計函によって工事に着手したものは英国庚款

による号漢線の株州 ・官官州問， 白匡l庚款による附海線の霊誼・ 8量

西|尚および山西省政府において建設した同務総だけであった。

当時満州ではl虫学良の東北政権が，日露戦後満鉄を中心と し

て発展して来たわが閣の勢力を満州から徹底的に駆逐するため，

既存条約やとりきめを無視して，つぎの 2 大幹線を中心とする

満鉄包閤網を建設し，満鉄に致命的打量産を与えようとしていた。

東大幹線 宣雄鳥 ・ 奉天 ・ 海龍 ・ 吉林・ 海林

西大幹線 登~島 ・ 大虎山・ 通遼 ・ 挑南 ・ 斉斉F合爾 ・寧年 ・

撤江 ・ 黒河

ここにおいてわが国は日露戦後苦心経営したわが国最大の在

満権益をょう護するため， けつ起するのやむなきに至り ， 終

に 1931 年満州事変となり，翌年わが国を背来とする満州国が成

立し，旧東北政権下にあった鉄道を接収し，その経営を満鉄に

委託するに至った。

これは国民政府に非常な衝撃を与え， これより中国は抗日を

目僚に国内の統一， 経済の建設を進める こ ととなり ， その鉄道

建設も抗日国防を目標として英 ・ 米の支援下に， 1937 年より建

設費 9 億元をもって 5 箇年間に，つぎの よ うに 8，700余 km の建

設を計画した。

東南系統

( 1) 新編(せっかん) 線と玉浮鉄道 東南鉄道網中最も主要な

線路で杭州から存郷に至り ， 株手手線に合して，事漢線に速なる。

延長 905km，部i江 ・ 江西 ・ 湖南三省を連絡し， 杭州から南昌を

経て南は広東， 北は武漢に通ずる。長江が封鎖されても本鉄道

によって東南数省との連絡を保持するこ と ができる。

(2) 京績鉄道 江南 ・ 新績鉄道十乙連絡し，首都と東南 ・ 西南

各省とを連絡する主要な線である。将来貸渓より福建の南平に

至り，さらに広東省悔県に延長し， 広梅鉄道に連絡する。

(3) 沼杭雨鉄道未成区間の建設と銭塘江大橋の完成。銭塘江

大儒の完成と銭塘江 ・ 曹織江間鉄道の完成とは沼杭扇，新車量両

鉄道の連絡を完全にし， 京路線の完成とと もに両者は努漢線と

連絡して東南交通網を形成し，長江以南における産業文化の開

発を進め， さらに湘斡線 と の連絡が完成すれば， その経済建設

に寄与するところが大きい。

西南系統

湘斡線と成総線を板前bとし，湘桂線 ・川里号線 ・ 浪越線を根幹

とする。完成後は奥地資源の開発 と 国防に寄与する。

(1) 湘齢鉄道 湖南省株州において穆漢鉄道 ・ 玉存鉄道 と述

絡し，さらに株州より湘語 ・ 宝慶 ・ 新化・ 訴i辰 ・ 銅仁を経て湖

南省を横断して食陽に至る延長 l ，002 km の鉄道。

(2) 成漁鉄道 成都より筆陽 ・ 新都 ・ 筒陽 ・ 資中 ・内江 ・ 隆

昌 ・ 永川・江津を経て重度に達する 522 km の鉄道で，別に自流

井に至る支線を建設する。

(3) 川黙鉄道 重度 ・ 貸陽附 500km の鉄道，




